
  

 
 
 
 
 
 

 

○テーマ・概要                

 

 

○内 容 

最初に、せん妄患者の事例をグループで共有し、これまでのせん妄のとらえ方と関わり方についての

確認を行った。また、参加者それぞれが「困っていること」についてのディスカッションも行い、グル

―プで共有した。次に、竹原が一般的なせん妄のとらえ方と、様々な医療領域にみられるせん妄に含ま

れる領域的な特徴について、小野が急性期領域の視点として精神機能の低下に焦点を当てたせん妄のと

らえ方について、中筋が老年領域の視点として患者の内面世界に着目したせん妄のとらえ方についてレ

クチャーを行った。 

その後、オープニングにおいて共有した事例を題材

に再度グループワークを行い、あらためてせん妄のと

らえ方と関わり方について考える機会を設け、視点の

拡大を促した。最後に、現実的に困っている問題につ

いての質疑応答を行ったのち、セミナーを終了した。 

アンケートでは、視野が拡大したことによって、患

者と向き合い、患者の立場に立ったケアの提供につな

げることができるという意見が見られた。 

平成 30 年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

臨床実践に活かせるせん妄のとらえかた 
日 程: 平成 31 年 1 月 26 日（土）10 時－16 時 

受講者数:12 名 

会 場：兵庫県立大学明石看護キャンパス 406 

講 師:中筋 美子、竹原 歩、小野 博史 

様々な医療現場で問題となる「せん妄」という症状について、老年領域、精神科領域、術後急性期領

域の 3 方向から検討していくことによって、臨床の看護師が持つ「せん妄」の捉え方の視野を拡げ、症

状の予防や改善を促すケアを検討していけるように講義が展開された。 


